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Fig．2　First　non－dimensional　frequency　vs．
　　　　aspect　ratio：case　I，　II　and　lII　forβ＝0．5．
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Fig．3　Modal　shapes　of　the　annular　sector　plate：case　I　and　III　forβ＝0．5．
case　IIIの自由の場合には，両者が異なる．長方形板の
1次の固有振動形は，自由辺の方向に剛体変位に近い．
しかし，扇形板では，内径側と外径側の円弧辺の長さ
が異なるために，剛性が内径辺と外径辺では等しくな
い．振動振幅が最大となる外径辺の剛性は，対応する
長方形板の剛性より小さい．このために，扇形板の振
動数が，長方形板のそれより低くなるものと思われる．
また，case　IIIの場合，辺長比が大きくなっても，長方
形板に近づかない．
　Fig．4は，　case　Iのβ＝0．25，0．50，0．75に対する扇
形板の1次振動の無次元固有振動数を示したものであ
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る．縦横比μが0．7以上であれば，βが大きい場合（β＞
0．50）には，長方形板とよく対応している．βが小さい
場合（β一〇．25）においても，正方形板に近いμ一1．0付
近はよく一致している．μが小さい場合には，Fig．3に
示すように振動モードの腹の位置が剛性の小さい外径
側へ移動してくるために，長方形板よりも固有振動数
が低くなる．
　Fig．5はcase　nIのβ＝0．25，0．50，0．75に対する扇形
板の1次振動の無次元固有振動数：である．case　IIIの場
合，長方形板の場合とかなり差がある．しかし，βが大
きくなると，扇形板の固有振動数は，長方形板の値に
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Fig．4　First　non－dimensional　frequency　vs．
　　　　aspect　ratio：case　l　forβ＝0．25，0．50　and
　　　　O．75．
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Fig．6　Second　non－dimensional　frequency　vs．
　　　　aspect　ratio：case　III　forβ＝0，25，0．50　and
　　　　O．75
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Fig，5　　First　non－dimensional　frequency　vs．
　　　　aspect　ratio：case　lII　forβ＝0．25，0．50　and
　　　　O．75
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Fig．7　Third　non－dimensional　frequency　vs．
　　　　aspect　ratio：case　III　forβ＝0．25，0．50　and
　　　　O．75．
70 扇形状の固有振動特性
近づく．
　以上は，1次振動についての考察である．2次以上
の高次振動について，case　I，IIの場合には，高次振
動についても，長方形板とよく一致することを確かめ
ている．一方，Fig．6，7にcase　IIIの2次，3次振動
の固有振動数曲線を示す．これらの図に示すように，
case　IIIの場合は，2次および3次の固有振動数は長方
形板のそれよりも大きい．βが大きくなると，case　III
の振動数は長方形板の値に近づく．以上のように，case
IIIの自由辺をもつ場合の固有振動数は，βが大きい場
合には，長方形板に近似できる．しかし，βが小さい場
合には，長方形板の値と大きな差がある．
4．ま　とめ
　1）扇形板に長方形板と等価な縦横比を導入すると，
円弧辺が単純支持あるいは固定の扇形板の固有振動数：
は，縦横比が小さい場合を除いて，対応する長方形板
の値を用いて推定することができる．
　2）円弧辺が自由の場合，内外径比が大きい領域を
除いて，長方形板近似は不可能である．この理由は，
扇形板と長方形板との固有振動形が大きく異なるため
であると思われる．円弧辺が自由の場合は，扇形板と
しての取り扱いが必要である．
　本研究の数：値計算には，長崎大学情報処理センター
のFACOM　M－180AD／IIを使用したことを付記する．
　　　　　　　　参　考　文　献
1）夏秋・高橋・小西・平川：面内曲げを受ける曲線
平板の座屈特性，構造工学論文集，Vo1．34A，pp．181
～190，　1988．
2）高橋・小西・平川・夏秋：面内変動曲げを受ける
曲線平板構造の動的安定性，構造工学論文集，Vol．
34A，　pp．807～815，1988．
3）山崎・樗木・金子：扇形板の自由振動解析，九州
大学工学集報，第42巻，第4号，pp．576～583，1969．
4）小坪：土木振動学，森北出版，pp．255～258，1973．
